
 

【歴史&宗教 No005－00】 神仏同座、大好きの視点 

 

今に残る・今世に生きる神仏混淆とその果たす社会的役割を考察する。 

 「神仏同座・神仏混淆・神仏習合」に拘る理由は、多様性尊重社会と対等互啓（恵）精神の醸

成、啓発に一翼を担いたいという思いがあるからである。多様性社会うんぬんと神仏が関係するこ

とについては腑に落ちないという点もあろうが、「混淆・習合」（ごちゃまぜ）が肝である。私達は

表面的な形式・様式の違いから神社と寺院、神様と仏様はまったく異なるものという理解が一般的

であるが、よく考えれば、私達の心底の中は神仏が融合してその境界は無いのである。昨今、人間

は思想信条の違いを殊更に際立たせることに汲々としているが、神仏の世界を学ぶと、この世、ま

だ捨てたものじゃないという感が甦る。 

 「生臭坊主やイカサマ神主やデグスケ牧師にゴロツキ祈祷師」と揶揄しているものの、このよう

な真摯な取組みに接すると嬉しくなる。 
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